
 

 

 

 

 

 

報道機関各位 

 

総務省「地域社会のデジタル化に係る参考事例集」200事例に選定！！ 

テレビを活用した高齢者の見守り 

に関する実証実験を開始 
～ICTで新しい形の見守りを検証～ 

 

 １人暮らしの高齢者宅のテレビに、離れて暮らす家族や市から写真や動画を配信

し、楽しみながら見守りを行う実証実験を下記のとおり開始します。 

  

記 

１ 事業内容 

高齢者の自宅にあるテレビに専用機器（まごチャンネル with SECOM）を設置し、

離れて暮らす家族が配信した写真や動画、市等が配信した外出促進や体操の動画

を高齢者が視聴することで、孤立感解消や健康意識の向上、自助意識が向上する

かの検証を行います。 

離れて暮らす家族には、高齢者の動画等視聴時や室温上昇時、就寝・起床時に

スマートフォン等のアプリを通じて通知が届き、温度・湿度・照度等の情報がア

プリで確認できるなど、互いに抵抗感を感じず、安否確認を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たつの市臨時記者発表資料 

発表年月日 令和４年９月２０日（火） 

担  当  課 健康福祉部高年福祉課 

電   話 0791-64-3152 



２ 実験期間 

 ９月２０日（火）～１２月９日（金） 

 

 

３ 対象者  

たつの市在住の１人暮らしの高齢者 １０世帯 

  （実験には、離れて暮らすモニターのご家族に協力していただきます） 

  ※取材を希望される場合は、取材に協力していただける対象者の方をお伝え 

します。 

 

 

４ 検証項目  

（１）家族や市等からの呼びかけ（行政情報やイベント情報、健康体操等のコン 

テンツ配信を含む）により高齢者の孤立感解消や健康意識向上が図れるか。 

 （２）離れた家族による温湿度・照度等の情報を使った抵抗感の無い見守りによ 

り自助の強化が図れるか。 

 

 

５ 実験について 

使用する機器 

【まごチャンネル with SECOM】 

株式会社チカクとセコム株式会社が協働して開発 

・スマートフォンアプリで撮影した動画や写真をテレビで視聴 

・本体に接続したセコムの環境センサーからの情報をもとに、起床 

や就寝、室内の温湿度の変化をアプリケーションで確認が可能 

 

 

６ その他 

今回の実証実験での取組が、総務省の「地域社会のデジタル化に係る参考事例

集（全国 20 分野 200 事例）」の１つに選ばれ、総務省の HP に掲載されました。 

【参考】：https://www.soumu.go.jp/main_content/000835175.pdf 

 

 


